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Dexamethasone-induced up-regulation of two-pore domain K channel














Dexamethasone-induced up-regulation of two-pore domain K channel genes,
TASK- 1 and TWIK-2, in cultured human penodontal ligament fibroblasts
(培養ヒト歯根膜線維芽細胞におけるデキサメタゾンによるtwo-pore domain









TWK-1、 TASK-1、 TRAAK、 TASK-2の6種類が発現していることをRT-PCR法にて兄いだ






















発現しているかを確認後、コンフルエントに達したPDLfibroblastsに濃度(l nM, 5 nM, 10nM,
25nM,50nM, lOOnM)および時間経過別(0、 3、 6、 12、 18、 24時間)でDex処理を行い、
two-pore domainKチャネル(TASK-1, TWIK-2)のmRNA発現量についてRT-PCR法にて半
定量分析を行った。また、他のステロイドホルモン(estradiol, aldosterone, retinoic acid,
1,25-(OH)2D3)に関して、一部同様の分析を行った.
【結果】 RT-PCR法の結果、 15種類のtwo-pore domainK+チャネルのうち、 TWIK-1、 TREK-1、
TASK-1、 TRAAK、 TASK-2、 TWIK-2、 KCNK7、 TASK-3、 TALK-1、 TASK-4 (TALK-2)が
PDL fibroblastsにてmNAの発現を認め、このうちTASK-1とTWIK-2のみがDexによって







































2. mENA発現量の増加は, TASK-1では10-25 nMのデキサメタゾンで, TWIK-2では
＼
50nMのデキサメタゾンで最大となった.
3.デキサメタゾン(100 nM)によるTASK-1およびTWIK-2のmRNA発現量はともに作
用後3-6時間で最大となった.
本論文は,デキサメタゾンによるヒト歯根膜線維芽細胞のtwo-pore domain K+チャネル
の発現調節について新しい知見を与えたものであり,最終試験として論文内容に関連した試
問を受け,博士(医学)の学位論文に値するものと認められた.
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